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環
境
以
品
川
響
計
伍
中
宇
人
約
す
る
哨
政
務
は
、

計
両
さ
れ
た
産
業
活
効
が
と
り
わ
け
共
有
八
然
資
涼

r

対
し
て
国
壊
れ
七
位
、
え
て
重
ト
人
口
凶
悪
以
前
町
響
や
及
ぼ
す
危
険
が
↑
ぬ
る
4
荷
台
に
、
ん
f

や
一
般
国
際
渋
と

L
て
存
か
ー
し
て
い
る
1

ぐ
み
な
し
得
る

：~：際河 11 ：存めくる環f主紛争 0) ;j出的伊：｛亮

（
（
出
戸
店
｛
守
口
市
勾
戸
同

ι凶
作
以
ご
ロ
回
日
以
門
一
守
口
巴

ι小
同
町
山
下
』
戸
ば
勾
凶
H
凶
作
州
市

4
2
M
《凶同
C
】
門
戸
口
門
⑦
同
ロ
ロ
ロ
ご
ロ
己
同
川
町
出
。
h
n
L
v
f
Mロ
内

E
L
E
J
8
5
E
E同
」
と
、
日
は
す
べ
き
判
一
や
む
行
っ
た
し
い
か
い
、
ユ
の

巳
巾
旬
H

－vβ
ぬ
弘
司
門
戸
戸
出
口
命

m

－～β
］戸

hpccい
戸
内
一
命

方
て

［

C

j
は
、
実

仕
制
さ
れ
る
べ
き
尿
境
彰
m
M

ロ
計
仙
の
範
同
・
内
科
ば
般
同
係
法
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
1
6

い
乙
に

和
市
、
人
的
い
環
杭
影
響
一
計

仙
川
の
具
体
的
内
科
は
、
条
約
う
で
個
別
ピ
鋭

P

心
さ
れ
る
坊
合
な
除
い
て
は
各
凶
の
国
内
法
又
は
認
巧
プ
ロ
セ
ス
午
ぶ
っ
て
決
叉
手
れ
る

】

J

か
な
い
と
判
不
し
た

J

結
局
、

I
C
T
は
、
川
明

i

ん
影
響
一
昨
怖
の
内
科
乙
L
J
1
1
Lノ
ル
ク
ア
イ
カ
自
然
的
に
行
っ
た
、

7
4

ペ
ソ
オ
ン
場

の
建
設
治
決
ど
に
際
L
て
の
代
μ山
本
の
検
討
の
分
竹
及
び
彼
影
響
け
の
仲
川
氏
こ
の
協
議
実
姉
の
泊
切
性
に
つ
い
て
客
述

L
、
子
れ
ら

が
1
分
古
つ
必
切
に
石
川
服
さ
れ
た
こ
エ
J
V
と
認
定
？
、
内
ル
グ
ア
ィ
の
規
加
れ
お
西
条
日
違
反
zvzh
ノ丸

L

－
（
ー
が
、
共
有
天
然
資
源
に
重
γ

八
な
岩
影
響
を
及
ぼ
す
仇
険
人
r
h
h
1
4
G
ぬ
ム
円
に
旬
以
り
、

松
市
い
限
法
ト
、
：
ト
山
一
川

こ
の
－
ー
で
つ
に
、

に
長
境
影
響
計
川
小
た
捻
義
務
が
市
押
せ
ら
、
れ
戸
J

る
こ
と
か
J

北
山
町
た
こ
と
は
、

「
環
境
の
ぬ
」
江
川
イ
ん
ら
認
識
及
ひ
也
夜
明
工
の
危
険
又
サ
判
的
な
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r日

＋
円
八
時
比
に
茶
づ
い
て
評
価
さ
れ
な
H
れ
ば
な
り
1

守
い
と
い
う
認
識
は
、

古
一
川
川
午
か
の

3
ら
に
非
常
い
的

九

t
七
午
条
約
し
怖
い
市
以
来
、

〈
λ

ぼ
っ
て
ミ
」
た

ブ
ザ
ー
ポ
事
料
日
決
古
手
り
じ
り
川
進
さ
せ
る
も
の
ζ
I
J
て
、
引
は
に
品
開
ず
る
が
、

わ

K
ZベJ
T
ム
可
J
I
J
V
」

」

l
h

っ

I
J
j：
（

｛
f

v

c

j

 

J、
円問

ー
、
回
枝
川
さ
れ
た

般
国
際
ト
引
い
の
筏
拠
が
ぶ
明
帝
で
あ
る
と
ζ

、
共
右
打
天
吠
j

山Rh
切
に
刈
ず
る
忠
影
響
の
み
：
大
性
の
判
定
方
法
が
定
か
で
は

な
い
い
一
ご
、
及
び
忠
告
許
怖
の
続
出
e

h

叶
ハ
仕
に
潟
！
ぱ

｝

Jγ
、

役
五
際
比
一
一
に
お
い
て
川
路
日
規
範
が
形
成
さ
れ
る
に
は
ヘ
ム
f
J
J
I
L

い
な
い
こ
こ
を
I
C
I
ヨ
ひ
ア
レ
誌
誠
し
て
い
る
、
」一

〆
／

許
制
す
る
日
｝
J
J
r
安
当
で
d

ぬ
る
よ
う
に
霊
わ
、
れ
る
c

に
鑑
み
れ
ば
、
環
境
影
響
許
情
実
施
義
務
は
未
υ
、
相
〉
箱
形
成
の
途
ト
に
あ
る
と

生
態
系
保
護
義
内
相

山
崎
山
恒
第
一
ー
ハ
条
に
同
定
さ
れ
て
い
r
Q
生
懸
ぢ
れ
の
バ
ラ
ン
ス
mv
変
化
を
回
む
す
る
た
め
に
苅
杓
置
や
調
整
す
る
表
以
内
げ
に
つ
い
て
、

iノ

ゼ
ノ
子
J

は、

ウ
ル
グ
ア

f
が
同
義
務
に
達
反
L
て
い
る
根
拠
と
し
て
、

オ
リ
オ
ン
ド
ム
み
か
ら
C
U川
決
物
質
の
持
山
に
よ
る
f

オ
コ

奇
形
7
ム
シ
の
発
止
を
学
げ
に
が
、

i
fし
j
は
、
同
表
読
が

1

制
レ
！
の
け
意
義
叫
別
で
あ
る
こ
2
及
び
規
一
位
心
咋
心
的
役
割
を
担
、
の
ノ
義

誇
て
あ
る
こ
J
’
宇
佐
認
し
、
同
義
務
の
夜
行
山
中
f
た
っ
て
は
じ
A
R
じ
な
河
一
ご
調
整
E
必
要
と
す
る
旨
判
不
す
る
も
、
一
同
義
務
の
進

反
の
主
犯
に
つ
い
て
は
ア
ル
ゼ
ノ
ヰ
～
J

の
ど
山
不
足
を
ιτ
川
崎
ず
る
の
み
で
件
付
に
仔
細
川
な
険
討
を
行
う
と
と
な
く
ノ
ル
グ
ア
イ
の
規
担
お

コ
ハ
矢
の
選
反
や
み
円
宏
之
、
す

汚
染
防
J
H

・
水
中
掛
川
埼
保
議
義
務

畑
山
任
以
同
市
開
条
に
つ
い
て
、

－
仁
｝
は
、
v
川
述
の
城
続
影
迎
式
円
耐
実
施
に
悶
ず
る
問
題
の
他
に
、
片
染
防
j
e
水
中
琉
い
い
担
保

H

昌一空執務

つれい
λ
J
J
ど

7
つ
ん
ハ
七
こ
と
み
ー
セ

／

L
F
3ゾ
千

J

宇

V

F

Y

オ
リ
オ
ン
上
場
で
相
応
用
さ
れ
て
い
る
注
t
F
W
は
H

闘
の
問
題
及
ひ
中
1
1
政
肌
明
か
ら
川
川
に

W
Hさ
れ
た
縫

ホ
カ
一
川
一
水
へ
の
影
響
心
開
設
〆
｝
い
う

円
、
が
い
手
荘
心
対
象
与
な
3

た
U

川
者
に
つ
い
ず

I
C
1
は
オ
リ
オ
ン
T

上
場
が
涼
h
ク
ワ
ワ
｝

バ
ル
ブ
化
担

二
C
C
一
宇
の
欧
川
委
口
円
九
日
に
よ

r
r
E
T
F一円『

℃】「

C
F
o
r
z
J

rq
一
注
入
し
て
い
る
ご
と
に
叶
意
し
、

ず

）レ
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る
パ
ル
ァ
製
紙
一
え
の
「
川
井
の
利
回
可
従
1
6
校
術
に
閲
す
る
総
合
的
汚
染
符
盟
よ
主
下

一円一
w
t
ぺ

に
工
れ
ば
山
f

－udク
フ
フ
ト

パ
ル
ソ
化
科
は
刊
界
の
パ
凡
ァ
宇
品
性
豆
一
の
約
八
割
を
U

い
め
て
お
h
、
化
学
ベ
ル
フ
化
工
組
C
門
医
う
ち
多
尽
さ
れ
て
い
る
パ
1

克
j
作
で
あ

る
と
乙
か
っ

ぞ
リ
？
？
ノ

l
ぬ
の
生
援
設
備
が

1

最
善
の
利
用
可
能
仕
長
桁
ヘ
7
2
2
4
2］

〔

L
L

：2
E
2
2
7）

に
い
な
い

と
す
る

γ
ル
ゼ
ン
イ
ノ
ン
の
主
張
中
」
市
長
吋
け
る
け
か
な
る
一
J
拠
も
存
在
L
な
J

こ
し
て
、
内
ル
グ
ア
イ
の
規
程
第
四
条
の
造
反
」
／
府
寸
先

次
に
役
者
に
つ
い
寸
（
、

溶
解
酸
素

i
C
1
は

」ノ
L

ノ
i
ル
判
物
質
、

ノ
一
一
ル
ノ
J

ノ
凡
、
ダ
イ
才
斗
シ
ご
反
ひ

'J 
/ 

フ
ラ
ン
の
山
本
中

（

A
R
U
え
は
ム
リ
ル
グ
ア
ノ
ー
の
一
弘
句
法
の
比
一
準
に
泣
反
し
と
レ
る
か
否
判
ヘ

ま
た
戸
川
水
中
の
叶
」
「
誠
一
初
来
一
物

の
羽
山
の
院
に
は
附
果
段
川
、
甲
山
目
白
ず
る
か
ぎ
か
の
検
対
中
7
什
っ

r結
果
、
ウ
ル
グ
ア
ノ
心
掛
民
祝
祭
直
一
条
正
法
況
を
京
J
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パ
ル
ィ
ノ
i
場
事
什
に
お
い

J

、
i
c
ー
は
、
手
続
義
務
の
遠
以
や
一
認
定
す
る
一
右
、
実
体
義
務
に
つ
い
て
は
全
一
出
的
に
そ
の

ぷ一

？
瑳
反
を
γ

内
定
し
た
こ
と
か
L
U
昨
認
し
I
h
j
l

し
ご
ろ
で
、
以
下
て
付
、

斗
叫
ハ
戸
、

ウ
ル
グ
ア

f
心
子
絞
義
務
違
反
三
対
し
て
I
じ
j
が
行
つ
一
た
む
宍
仔
断
除

の
安
心
w
J
f
Eひ
与
の
昨
日
じ
い
I
C
jが
宗
L
T
I

し
穴
熊
能
と
そ
心
役
割
ι

つ
い
て
宍
干
り
検
出
ー
と
試
み
る
」
と
と
寸
る
つ

国
際
、
け
門
川
環
反
紛
争
に
お
行
る

1
じ
J
の
僚
詑
と
そ
の
役
割

1 

本
案
判
決

手
紙
義
務
泣
U
は
の
法
的
効
果

パ
ル
プ
場
ド
件
に
お
い
て
、

γ

ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、

ウ
ル
グ
ア
イ
心
責
任
解
除
と
し
て
、
店
主
凶
片
付
ハ
υ条
ー
え
第
一
千
九
条
に
長
つ
い
て
、

内
ル
グ

γ
イ
に
は
一
五
際
遣
法
行
A
叫
が
行
わ
れ
る
問
に
f
H
Aし
た
状
態
に
法
仲
上
司
復
γ
Y
G
義
務
が
あ
る
こ
し
て
オ
リ
オ
／

i
印
刷
り
撒
主

主
史
上
ボ
し
h

c

こ
れ
に
吋
し
て
、

ム
リ
ル
グ
ア
ノ
は
、

4
リ
オ
ン
場
の
ぬ
と
は
問
に
わ
れ

c
wる
違
法
行
為
の
結
川
市
の
重
大
注
と
ム
下
張
、
九
r
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r日

心
形
ム
F
J、｝
ν
て
の
川
ハ
状
凶
徒
；
hlv
慣
習
M
川
際
法
か
ら
－
T

の
阿
川
に
若
、
）
い
よ
中
均
衡
を
土
ず
る
と
し
て
、

以
状
凶
復
は
適
切
な
賠
償

σJ 

江
ら
な
い

y
i
j
i
T
J
＋」ふ

t

f

t

 

抗
告
す
門
に
討
す
る
賠
償

J、
円問

こ
と
を
指
向
択
し
つ
つ
な
一
、
原
状
凶
保
が
物
洋
的
に
小
川
誌
と
あ
る
か
、
匂
こ
れ
か
っ
バ
ー
と
る
利
ぷ
乙
苦
し
く
均
衡
を
欠
く
よ
う
な

会
担
J

を
伴
、
フ
場
台
に
は
、
金
銭
賠
償

り
料
治
法
と
日
る
こ
ζ

を
指
討
し
、
十
ゃ
れ
に
お
い
て
ド
ー
川
協
議
民
間
終

f
徒
は
内
ル
グ
ア
イ
が
坊
の
建
設
・
栄
業
合
川
河
川
知
「
る

若
し
く
は
サ

7
f
ス
フ
ァ
ク
二
一
／
V
A
は
そ
の
市
方
が
賠
償
ミ
℃
内

E

一今

《、J
_, 
～J 

こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
出
巾
に
、
場
の
撤
去
の
よ
う
ぷ
原
状
凶
復
は
手
続
義
務
の
迫
尽
に
汁
す
る
長
当
な
救
済
を
町
止
し
な

京
？
に
凱
光
栄
や
炭
業
と
い
コ
た
神
々
の
粁
済
部
門
に
中
じ
f
亡
し
主
張
さ
れ
る
q
｛
中
川
に
汁
し
し
は
ぺ
工
作
義
務
迫
一
以

ι不
右
在
を

連
山
に
ふ
γ
銭
賠
償
の
玖
謀
を
百
定
し
、
最
終
的
に

I
絞
義
務
mv
達
此
心
認
定
が
安
当
忌
ザ
一
フ
ィ
ス
y
ア
ウ
シ
ョ
ン
を
構
成
す
る
と
判
不

乙ポー引
i
c
J判
決
は
、
了
絞
義
務
還
反
の
安
正
解
除
と
し
て
i
場（
U

撤
土
と
い
っ
原
状
同
仮
を
－
訂
作
す
る
の
で
は
と
〈
、

T
絞
義
務

の
違
反
を
認
定
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
泊
一
門
的
判
決
を
↓
卜
し
た
わ
げ
で
為
る
が
、

ゃ；
件
c; 

下一

何
レ〉

Ji 
1日
制す
ず員
事
、、

空it三
fζ 

：に
古を

世
和
什

1
4
4
H
U
、
つ
れ
な
い
状
似
に
あ
っ
て
は
場
の
倣
十
九
の
よ
人
ノ
な
以
状
問
復
が
必
ず
し
色
調
切
な
玄
仔
解
除
方
法
で
あ
る
と

主
人
、
、
実
体
義
務
の
澄
反
古
確
認
で
き
な
い
状
山
に
あ
っ
亡
は
金
伎
は
凶
作
は
の
け
肌
け
M
J
U
考
44
に
く
い
ご

そ
れ
阪
、

ぷ
件
に
お
L
て
、
選
法

ド
仁
為
の
結
束
の
重
大
性
乙
一
以
三
Jγ
術
…
性
を
犯
保
1

り
る
e
R
粁
解
除
じ
パ
リ
作
は
、
必
扶
的
に
義
務
追
反

つ
ま
り
官
一
I

的
判
以
に
d

る
対
処
ど
い
う
f
と
に
な
ろ
う
」

立

I
C
J
間
決
の
機
能
と
そ
の
例
代
初

そ
れ
で
は
、
立
言
的
斗
決
の
村
山
円
を
百
一
9
4
0
小じい
I
C
J－
一
況
は
そ
れ
廿
体
か
こ
の
よ
う
な
絞
P4を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
＼
ま

ハ～
I
仁

i
は
Z
L

の
際
ど
の
よ
う
な
没
削
を
巣
f
い
し
た
と
二
い
え
る
の

1
忠
ろ
う
か
c

ま
ず
前
者
の
間
包
か
ら
考
え
て
中
く
こ
と
し
」
し
よ
う
ぐ ｛ま

、k人法学） 62 " ； ~2) 142 [2υ12，日、



五
日
准
救
授
に
J
れ
ば
、
エ
ヲ
ふ
一
ー
も
守
一
μ
的
判
渋
と
は
、
ー
法
的
総
点
か
、
つ
見
れ
ば
通
常
の
刊
渋
と
同
一
較
に
既
判
力
に
よ
る
法
的
紛
争

の
海
決
？
？
一
帯
定
的
」
に
も
た
ら
す
も
の
と
あ
」
る
が
、
他
方
、
こ
れ

Jr判
決
後
の
政
治
的
河
口
…
u
て
も
合
の

（
口
一
門
的
判

決
は
紛
争
り
引
分
的
解
決
機
設
合
法
じ
て
川
事
出
刊
の
判
決
後
の
交
捗
を
促
没
J
F
r
る
役
設
を
持
ち
作
い
る
〉
：

p

戸
一
う
し
た
機
誌
は
、

換
一
は
す
れ
ば
ψ
J
Y
J
E
に
「
法
的
ヰ
叫
ん
一
川
一
を
持
供
L
、
そ
ヘ
J

…
誠
命
令
｝
混
じ
て
新
た
な
外
交
z

父
が
を
松
め
た
り
紛
予
鮮
伐
を
促
進
さ
せ
た
り

認－

ず
る
絞
p

心
去
に
占
め
る
／
｝

1γ
っ
こ
ζ

が
C
き
る
t

モ
れ
で
は
、
ー
や
件
パ
ル
／
l
場
事
件
判
決
で
は
ご
う
し
た
六
人
以
対
進
機
能
・
法
均
一
読
前
提
供
機
能
が
収
れ
て
い
る
と
一
え
る
の
で
あ

ろ
う
か
じ
心
力
f
と
デ
↓
考
え
る

ι当
た
っ
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
本
件
i
L
1
判
決
が
以
状
間
川
市
ク
ゃ
ん
止
問
飴
償
を
諜
「
こ
と
な
く
け
い
に

T
紋
立
務
違
反
心
一
1

一2μ
に
と
ど
め
た
、
」
と
に
加
え
て
、
次
の
よ
弓
に
叩
い
ぶ
し
た
と
と
か
ら
い
く
ら
か
の
右
J
d
な
小
限
が
符
ら
れ
る
よ
う

に
忠
わ
れ
る

ν

そ
の
い
い
、

μ
柏
村
三
思
反
の
特
発
的
け
の
川
ん
す
を
求
め
た
ア
に
い
で
ン
ヂ
／
の
、
半
張
」
ど
I
仁
ー
が
零
認
せ
ず
ウ
1
N
7
7
イ

：~：際河 11 ：存めくる環f主紛争 0) ;j出的伊：｛亮

MAび
l
場
の
操
業
を
継
絞
「
る
権
利
子
本
誌
「
る
よ
う
安
請
し
た
ウ
ル
グ
ア
イ
に
ι
h
し
、
ア
ル
ゼ
ン
ヂ
ン
H

よ
る

二
出
版
し
介
」

i
山
州
議
去
の
詰
求
が
斥
げ
ら
れ
た
こ
と
で
i
r
I
て
あ
る
と
し
て
I
C
j
が
ア
ル
セ
、
二
ノ
ン
に
配
慮
し
た
こ
し
く

他
日
一
は
、
被
絞
義
務

と
、
〕
て
、

C
A
n
n
u
を
通
〕
て
一
同
当
事
川
円
、
P
H
パ
問
、
ぷ
し
併
殺
的
に
モ
一
タ
け
ザ
げ
ノ
宇
一
文
附
測
す
る
一
」
と
及
び
不
市
城
境
に
対
す
る
影
響
一
計

枝川、
J

に
M
H
決
心
足
後
で

仙川
J
h
乙
実
地
す
べ
き
こ
と
を
制
E
v
〕
だ
こ

捜
在
日
小
一
円
凹
に
協
に
ソ
士
山
仏
務
を
一
説
、
三
L

い
る
こ
と
に
一
μ
段
、
二
内

一
政
協
々
義
務
に
は
オ
リ
？
J
r
L

駄
の
モ
ニ
タ
J
ン
グ
が
品
ま
れ
る
守
｝
／
一
を
指
抗
し
、
さ
つ
に

C
A
R
U
を
述
ヒ
て
守
ナ
拍
手
、
れ
る

i

、
際
に
も
日
渋
後
、

j

什
…
国
は
判
決
を
受
け
↓
ヘ
、
れ
、
外
交
ハ
人
捗
1石川岡山的
1
1

こ
と
が
1
1

主
し
い
旨
判
示
し
ん
J

ご
」
乙

お
な
解
決
に
台
念
・
署
名

γ
る
こ
共
に
、

C
A
H
K
U
を
、
古
じ
た
モ
ニ
タ
リ
シ
グ
－
U
必
施
を
世
犬
山
叫
し
つ
つ
あ
ゐ

づ
叶
汁
維
は
絞
主
。
同
一
1
参

山
り
。
、
」
m
u

－Am
h

フ
に
、

本
件
パ
ル
プ
工
場
事
件
て
一
－
小
さ
れ
た

τ言
的
可
決
が
六
人
波
促
逸
機
rf
マ
法
的
立
一
的
論
提
供
絞
詑
を
対
包
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
、
」
れ
ら
の
内
決
内
容
及
ひ
判
決
母
、
の
向
山
慌
の
外
交
交
誌
の
近
川
氏
に
裏
付
け
ら
、
れ
L
い
る
と
干
え
る
－
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r日

か
八
に
代
医
者
の
阿
国

2

列
台
一

η、
九

「
J
じ

ど

「
な
y
h
V
L
ト
ノ
本
件
パ
ル
フ
場
宅
川
什
刊
渋
に
お
け
る
I
（

T
の
役
割
い
つ
い
て
は
と
う
で
あ
ろ
う
か

う
に
1
C
Jが
仁
主
R
U
戸
時
じ
た
椴
続
的
な
一
七
一
タ
ソ
〆
グ
り
か
び
水
P
環
域
の
影
盟
古
川
の
実
施
と
い
う
一
安
当
な
ω判
決
4

去
を
桜
子
）

J、
円問

～一こ
ζ

は
、
事
実
J
u
m
｛疋
a

卜
法
解
釈
・
法
泊
目
乙
い
う
司
法
際
関
本
来
心
機
詑
を
霊
行
ず
る
に
／
）
ノ
主
主
人
判
決
後
、
両
日
に
よ
っ
て

紛
争
全
体
か
段
終
的
な
併
決
に
ム
？
る
、
」
と
に
4
3
で
I
C
J
が
対
心
を
有
し
て
、
る
こ

j
の
姿
勢
は
ま
六
円
九
一
説
停
者
i

こ
て
も
一
J

う
べ
き
役
常
vTJJ
か

4
0
1
U
心ゲ、
1
川
町
打
、
こ
の
よ
、
フ
ぽ
i
t

つ
ま
h
、
l
C
1
は
、
千
続
義
務
片
山
反
が
ト
ド
什

ャ、いヲ
Q
u

す
る
一
ト
刀
、
主
体
義
務
の
引
ム
円
な
追
及
を
係
誌
で
き
な
い
唱
状
況
に
あ
二

J
L

は
ι

一
明
判
決
で
対
処
す
る
こ
と
に
よ
旬
、
紛
争
ψ
I
平
均
に

今
法
九
町
一
咳
前
提
供
慌
能
を
も
f
～
ら
す
と
十
六
に
、
。
す
〈
ψ
1
苦
情
決
案
V
H
L
一
一
小
ず
る
こ
と
に
よ
〆

C
寸前山一子苔一

と
し
て
わ
氾
A

割
ピ
来
た
字
、
っ
と
し
て
い
る
と
一
今
、
」
と
が
で
き
る

以

r
C
上
う
な
凶
m
h
河
川
t

州
政
紛
争
v
h
d
J
U
る
I
C
J
の
訓
特
的
強
皮
は
吋
も
本
判
決
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い

J

一
九
九
ヒ
』
十

の
ず
れ
ゾ

ι
コ
ホ
引
件
判
決
に
伐
に
ス
の
坊
主
が
日
ん
ら
れ
る
J
f
jな
わ
ち
、

［
〈
｝
川
目
、
判
決
（
り
終
盤
亡
、

一
江
七
七
r
条
約
の
日
的

国
際
環
拘
怖
い
い
の
規
範
及
び
国
際
水
路
出
の
原
則
を
考
屈
し
て
ム
円
高
に
よ
る
府
決
「
品
店
E
5
2片岡
C
Hど
を
比
つ
け
る
の
け
じ
当
事
同
白
身

で
あ
ヮ
て

I
C
－
－
で
は
な
い

九
i
七ん汁

i

条
約
は
仏
快
と
し
て
右
効
で
あ
り

同
条
約
の
立
以

別
段
の
〈
村
山
口
川
の
な
い
限
り

安
主
で
あ
る
共
同
〆
〆
t

ム

（」C
4
4
5
Z
右
ヨ
久
が
回
復
さ
れ
る
べ
き
と
あ
る
と
判
示
、

ζ
γ

ハ
ン
U
万

及
び
判
決
ム
き
に

リ
、
．
ス
ロ
川
キ
Y
は
誠
実
に
交
沙
L

九
U

J

J

司
条
約
の
は
け
的
を
達
公
一
J
Q
十
一
め
に
必
中
子
ωあ
っ
ゆ
る
桁
F
を
／
）
灯
、
巾
事
M
H
が

う日l
-－~ 「IJ 0コ
耳、 f干
し 告た：cを
4 な
ワゐ L、
不 J&!;
) ,(:;. 

u、lr 
イコ
ト ＇

G久間

う条
i= ,¥!'.) 

i1t ., 
－て
r土ノ、
日l
5£ 
？？ 
レ、／

C
℃
内
門
戸

zeお
お
一
吋

mm
ロズ一

を
議

J

げ
す
る
義
務
を
負

－
仁
j
は
紛
争
ψ

事
凶
に
共
同

（

U
J
E
r
L）
 

レ、
J

ム
日

ぎ

確
J
V

／
己
主
町
、
公
茶
J
V
F

｝

件
ん
ぶ
し
た
り
で
あ
る
。
以
i
刀
、
｝
／
）
か
ら
、

h
プ
チ
コ
ド
事
作
に

I
C
1
D
詞
停
的
怒
皮
の
片
川
町
川
を
じ
ん
て
取
｝
白
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、

ガ
ブ
チ
？
ボ
ギ
刊
で
I
C
J
は
一
課
山
一
将
一
と
し
ご
引
に
犬
同
（
淫
行
一

レ
ジ
ー
ム
心

ば
す
）
篠
立
を
提
案
1
J
J
G
に
J
と
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ヒ
コ
ニ
コ
ご
す
こ
L

t
4
l
i
c
h
i
－i

－
－
つ

パ
ル
ゾ
十
助
事
件
で
は
出
川
一
の
よ
う
に
よ
り

i

守、

1
且

f
k
I
J
V
J
M

ぷ
臥
市
み
込
ん
だ
提
案
？
っ
仔
J
1

わ
れ
去
一

h 
；立

プ
ィ
ブ
コ
ピ
事
件
判
仇
伎
の
当
事
内
司
関
係
の
思
化
、
父
沙
の
却
を
υ
間
以
び
ム
門
主
の
κ一
成
日
と
い
う
状
況
を
妄
隠
し
、
パ
ル

7
1
場
事
件
で

、、

は

AJ停
者
、
こ
し
て
よ
れ
日
目
、
体
的
内
び
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
提
案
を

prな
う
t
y
u
に
よ
っ
て
、
同
び
力
プ
チ
コ
ド
事
件
判
決
伎
の
d

う
な
状
況
や
ふ
吹
り
返
さ
ぬ
払
う
払
別
に
配
七
虐
L
たん
J

一
コ
ヘ
一
〕
二
、

；
f

J

C

二

｛
γ

E
際
し
内
川
環
境
紛
引
に
効
来
日
め
に
対
抗
日

γ
べ

く、

f
y
チ
コ
ポ
苧
件
に
で
宏
司
芽
を
ド
九
る
い
：
乙
立
与
し
七
i
c
j
り
一
読
伴
者
t

、
〕
し
て
の
は
守
は
、
そ
の
後
パ
ル
プ

L
場
事
件
時

、、

決
で
よ
り
鮮
明
な
昨
日
L
現
わ
さ
れ
た
J
一－
p
j
γ
ど
が
で
も
で
る

U

つ

仮
保
全
措
置
命
令

本
州
十
パ
ル
プ

i
場
事
件
に
お
い
て

ア
ル
ぞ
ン
手
ソ
〆
〕
lw

本
案
提
訴
J
同
時
に
仇
何
人
工
措
置
C
伊
r
中
市
宮
前
も
行

f
cい
に

ν

ア
ル
ゼ

：~：際河 11 ：存めくる環f主紛争 0) ;j出的伊：｛亮

ン
ヂ
ン
に
よ
る
同
！
小
要
読
は
大
き
く

つ
に
叫
ん
げ
ら
れ
る

J

治
一
請
求
は

i
c！
の
ヰ
パ
ド
河
川
決
ま
と
の
悶
に

内
ル
グ
ア
イ
が
｛
M

B

才
り
4
4

ン（
U

向
i
場
心
建
設
に
悶
す
る
す
べ
て
の
認
可
な
停
止
す
る
こ
と
、
及
び
ォ
ー
ノ
オ
シ

i
場
に
閑
寸
る
す
へ
て
の
建
ぷ
れ
立
大

を
停
止
す
る
た
め
に
必
宴
な
搭
芦
乞
》
る
ミ
と
と
い
う

い
悶
ト
リ
司
令
請
ぷ
で
あ
る
じ
川
内

議
ぷ
は
、
水
引
時
境
を
保
令
す
る
た

め
に
ア
ル
ゼ
、
J
f
r
t
r｝
一
以
ぜ
ん
に
協
ん
す
る
こ
と
、
規
程
と
す
M
J
υ
J
な
い
同
場
の
建
設
に
関
す
る
さ
ら
ー
ゴ
る

方
的
行
為
を
志
、

J

段、ん

紛
告
の

思及
1'：む；
主士 乏人、
小 川

T争

'" ;'i) :fa 

国花
州 ．

？？拡
溺 寸子

!,J 可
み じ

~！｛ 井
益法
話UJ) ,;, 
A斗 C

T、三
岡

守」 静告を

間三
る f

F肯 3
芸る
主！当
る五三
次＇ ,, 

円 i vゲー

主社 L 

的の

る
こ
こ
、

こ
こ
と
い
ラ

、一、、。
l

品、

j
d
v
l
F
V
 

－
C
！
は
、
第
一
請
求
に
コ

羽
時
円
、
で
手
続
義
務
の
造
反
が
本
業
で
放
済
手
れ
何
刊
は
い
も
の
と
あ
る
エ
は
認
め
ら
れ
ば
い
ζ

し
て
そ
り
請
ぶ
を
斥
け
、

μ山

請
求
に
つ
ド
て
は
、

内
ル
ザ
ノ
ア
イ
が
結
審
の
際
に
崎
町
れ
を
完
全
に
唱
ナ
ョ
す
る
日
を
ぬ
れ
ほ
一
L
主
張
し

げ

L

人
、
れ
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
訴
え
を
は
け
た
し

」

ζ

に
叩
出
窓

L
、
心
強
締
約 官
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r日

、〕か、
ν
、
、
川
じ
ト
す
べ
き
は
、
リ
川
郊
の
一
ア
ル
ゼ
J
J
J

ン
の
込
山

の
市
で
「
命
令
、
と
え
」
と
は

百
求
に
関
、
二
し
、

、

A
Y
J

、

l
f
k一
Y
J
U

「ム叩〈

則
的
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
シ
‘
ワ
ル
グ
ア
イ
の
吋
同
に
凶
際
法
！
の
義
務
の
版
行
を
求
め
、
か
っ
、
山
れ
れ
干
の
誠
長
論
議
‘
協
心
千
続
Jf
仁
A

J、
円問

R
U
の
枠
利
点
の
巾
で
%
施
ず
る
必
裂
性
心
三
怖
い
調
L
、
本
件
紛
争
の
解
渋
キ
さ
ら
に
闘
能
ん
に
す
る
い
か
な
る
行
為
jv？
千
）
丸
一
ェ
え
る
」
〉
一

を
ヰ
ん
肋
す
る
J
V
1ノ

こ
れ
と
は
文
の
J

へ
三
は

松
下
取
り
ウ
ル
グ
ア
イ
が
必
担

L
た
似
町
出
会
れ
置
詰
ぷ
に
利
す
る

ハJ
C
J
4

日
の
I 
c 
J 
り刀
／へ

ロヲ

/y,- 10 
iこ日
' jャ
も！｝

J'Q. T 
iL )¥, 
て セ
、、／
6'2 ・）ι 
ハ

〆
、戸 J
～ーど

／

l

ノ
ロ
ハ
ド
リ

っ
～
人
い
」
γ

／｝

j

一、

5
1」：ついれ

－
〔
ー
が
、
似
保
全
措
置
の
指
不
仙
石
市
全
棄
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
司
法
げ
ぽ
間
と
し
て
の
役
割
ケ
↓
川
市
？
に
し
終
え
よ
う
し
〈
ず

一川町川叶
U

と
い
竜
一
つ
」
kv
ソ

ブ
F
t

な
形
で
紛
争
当
事
南
町
れ
の
誠
五
協
訟
・
協
力
U

長
践
を
け
世

る
の
で
は
な
く
、
法
的
拘
束
心
士
右
し
な
L

活
作
汁
技
？
hhr指
制
さ
れ
G
よ
う
に
、

進
き
ぜ
る
触
媒

br果
た
し
て
い
＠
一
と
一
μ
え
る
の

C
Jめ
り
、
一
故
判
所
は
、

請
し
た
日
」

1r
は、

ー
政
引
い
け
が
伝
保
全
命
令
む
巾
で
ム
叩
八
J
tよ
と
は
引
に
当
事
者
向
の
父
は
主
犯

件
当
事
高
心
、
制
的
権
利
L

川
町
一
出
世
し
な
m
f
h
一一、

と
し
て
の
一
役
割
乞
演
じ
て
い
る

J
一
同
え
よ
う

d

こ
し
二
一
江

、L4jlν
サ門

定
約
九
』
州
円
叫
川
を
卜
「
一

L
l
は
向
井
し
、
交
渉
に
よ
る
限
法
を
促
進
ポ
る

『
調
百
軒
”

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
紋
日
出
金
段
附
同
お
い
て
、

－
仁
j
hん
「
調
停
者
」
と
し

F
J
L

仮
店
っ
た
以
田
川
と
し
と
ど
の
下
て
っ
た
ζ

J
が

与
え
、
ワ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
c

本
問
題
は
、
川
段
階
に
お
い
て
、

さ
7
4
続
的
権
利
・
義
務
の
存
へ
は
及
川
u
r
l
J

ザ
札
義
務

I
C
J一？と

堤
氏
ノ
の
認
否
に

v
ち
↓
へ
る
、
さ
し
m’
と
い
よ

J

問
也
と
も
～
一
政
に
関
連
「
る
c

す
な
わ
ち
、
似
保
全
段
階
f
手
続
的
権
利
・
義
務
を
会
ア
＼
百

4
4
L

ず
、
す
べ
て
を
本
’
朱
に
妥
ね
て

L
ま
え
ば
子
続
以
一
一
務
…
て
れ
日
体
の
法
的
効
来
を
告
に
ゆ
】
〆
て
1

）
ま
う
お
z一
、
れ
が
あ
る
一
ト
刀
、

F
続

義
務
の
J

揖
…
反
を
い
1K拠
に
T
i
ぬ
の
建
設
及
び
閃
述
」
1
J

る
認
刊
の
停
止
を
咋

F
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
間
交
同
は
投
資
の
機
会
を
喪
失
し
行
い

一羽

亡
は
部
党
ブ
ロ
ジ
ー
ク

f
r
れ
斗
体
の
叩
一
折
」
／
一
招
く
お
下
れ
が
み
る
こ
い
う
作
刻

υ一
ず
る
紗
」
念
が
作

γ
る
中
で
、

I
C
J
に
は
、
子
続

［義
t 音量
hそ の
官見 寝
へ行
のを
母娘
J,i:、似
て〉 アす
迫る
lっこ
れ，己

とよ
口る
え一一＂＇；るS7)1 I 
' 時

士市
工、

十与

え

調パ九

μー
の
経
済
発
一
民
ζ

の
パ
ラ
〆
ス
を
い
か
に

L
て
似
つ
か
と
い
h
難

I
C
j
は
一
」
の
問
中
山
浩
に
対
処

rJる
と
め
に
、
佼
保
全
校
府
て
手
続
前
揺
れ
・
義
務
の
間
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題
い
一
切
一
百
件
ん
せ
ず
す
べ
て
を
本
家
い
え
久
ね
匂
わ
け
で
よ
＼
か
と
い
っ
て
同
三
fA
仰
の
選
反
な
型
自
に
場
の
建
設
及
び
関
連
す
る
認
吋

の
停
止
を
命
ず
る
わ
け
で
も
仕
く
、
予
」
れ
り
の
折
民
的
化
十
三
チ
ピ
杭
宗
し
れ
J

一F
ふ
つ
に
円
、
わ
れ
る
～
つ
ま
り
、

i
cー
は
、
当
事
問
刊
の

一い明の凶一一

E
T
C
h
を
応
ん
J
U

仁
、
「
誠
九
伴
者
／
「
て
約
吉
〆
ょ
う
法
的
拾
案
力
を
作
わ
必
い
形
で
悶
I
j
一
コ
ノ
る
こ
〆
一
に
よ
一
っ
て
、
手

抗
議
務
小
佐
川
的
な
m
A
係
の
中
や
斗
定
的
に
よ
切
行
、
1
9
れ
る
よ
う
叫
ψ
i芋
7b
に
ね
し
、
こ
の
こ
と
に
払
っ
て
川
川
山
県
境
の
仏
識
で
、
対
八
九
一
川

の
山
笠
間
交
［
伎
の
パ
ラ
ン
ス
を
は
か
ろ

h

っ
と
し
f
ハ〆｝一
I

え
る
。

し
か
し
な
伊
ら
、
と
う
し
ん
一
I
C
j
の
一
勧
告
一
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ウ
ル
グ
ア
r
は
ア
ル
ピ
／
チ
J
1
し
訣
五
な
協
議
・
協
力
主
実

践
す
る
と
い
」
ろ
古
川
売
の
建
設
士
践
山
崎
す
る
ご
と
一
ぱ
く
が
続
し
一
右
前
に
目
前
川
来
宵
肢
＃
ー
に
〈
そ
、
れ
攻
、

I
C
j
 

ム
出
的
議
論
提
供
機
能
高
び
刈
汗
者

と
し
て
の
役
割
は
こ
の
段
併
で
は
功
ど
索
し
な
か
っ
と
こ
と
に
ロ
る
コ

て
れ
で
は
次
に

I
C
］
の
ー
調
停
者

と
L
て
rL
拡
砕
い
が
河
川
L、
員
会
む
活
劫
に
ど
の
よ
う
な
禁
容
Jt
及
ぼ
し
た
の
か
、
ま
zrJ

：~：際河 11 ：存めくる環f主紛争 0) ;j出的伊：｛亮

、
川
川
手
、
一
は
ム
ム
に
求
め
ら
れ
る
活
動
が
I
仁
j
に
工
る
点
的
解
仇
に
い
か
な
る
影
掛
け
b
f
J

比
一
ほ
し
ね
る
か
に
つ
い
て
古

そ
れ
と
は
反
い
い
た
ぺ

ー
の
捻
一
円
、
中
加
え
v
o
h
k

と
四

I

C
！
こ
河
川
委
員
会
の
関
連
怜
・
閃
係
性

1 

I
C
J
か
ら
河
川
委
員
公
寺
中
段
と
し
た
協
M
へ

本
が
い
］
（
］
判
決
が
、
紛
争
斗
事
同
仁
妥
山
i

な
海
？
札
山
去
を
絞
不
F
J
4
0
γ
こ
に
も
亡
リ
訓
汗
省
、
こ
し
て
の
役
割
を
来
た
み
う
こ
し
丈

二
一
は
院
に
述
ヘ
ー
～
送
れ
で
あ
る
が
、
そ
の
際
1
仁
1
お
取
も
強
討
し
た
の
は
、
判
、
必
殺
の
市
Ei仰
の
協
力
主
施
中
一
C
A
R
U

み
で
実
行
す
る
「
と
で
あ
っ
た
り
リ
リ
、
渋
の
散
後
で

I
C
J
刀
仁
A
R
U
J／
怠
じ
り
に
布
一
川
一
の
長
1
l
D
対
来
的
な
協
力
・
以
誌
の
実
施
汁

何
事
川
崎
し
、
山
川
判
が
C
A
R
U
J
E通
じ
ど
だ
川
川
で
行
仁
川
「
る
一
一
と
に
よ
っ
て
内
ル
ク
ア

の
む
町
及
び
干
の
環
境
保
一
誌
に
お
レ
て
白
ハ
仁
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r日

、
さ
、
つ
い
ぷ
件
が
I
C
！
に
ド
い
い
訂
さ
れ
る
ま
で
は
、
川
国
は
紛
与
を
J

川
法
的
前
町
決

～一υ

（

A
H
U
の
枠
組
み
の
ヂ
で
一
一
三
な
解
売
を
校
京
1

v

て
き
た
ζ

判
不
L
た
こ
と
は
、
紛
れ
も

共
通
の
品
利
以
・
諸
権
利
u
q

確
y
J
h

い
て
き
た
と

に
一
昨
、
え
る
必
州
女
性
を
感
じ
る
こ
こ
な
く
、

J、
円問

主
く
他
亡
す
色
な
い
し
川
川
安
只
C
A
R
U
が
、
山
氏
後
、
毛
市
久
な
役
割
キ
果
す
八
戸
ミ
ペ
き
ご
と
を
1
仁
ー
が
け
問
ノ
＼
右
前
し
亡
い

わ
ざ
？
む
り
で
あ
る
。
今
日
、
川
川
委
只
会
は
世
界
与
泊
ゲ
、
設
立
さ
れ
そ
の
款
は
じ
Cip
超
え
る
｛
に
土
二
I
L

い

増
加
に
伴
っ
と
れ
ず
川
委
員
会
の
役
ん
ま
は
ま
」
つ
ま
「
「
の
イ
阜
市
久
相
を
噌
し
マ
、
い
る
。

河
川
妥
弓
（
会
は
説
埜
a

ぷ
4
y
・均一一江川

機
能
を
川
土
J

す
J

と
に
よ
ッ
て
こ
ー
れ
ま
で
数
多
く
の
円
一
川
紛

F
U
回
遊
・
子
一
に

H
紋
［

ご

P
U
F」
ふ
九

Z
V
1
L
 

の
山
口
勿

ιす
一
っ
と
刈
川
f
k
H
U、
会
ケ
中
心
と
し

r協
ん
実
捻
宏
保
業
し
い
一
パ
ル

q

ノ
上
場
乍
件
判
決
は
そ
の
後

高
山
何
一
ガ
刊

ど
の
よ
う
に
推
移
L
て
い
る
の

t
め
γ
？
っ
か
ハ

ガ
／
チ
ー
ボ
事
付
て
は
、
判
決
後
、
当
事
国
聞
の
外
交
交
渉
が
松
舵
し
共
同
L
ン
l
ム

は
耐
性
ー
リ
一
さ
れ

J

い
な
い
れ
い
り
に
い
刈
L

ハル
c

ノ
工
品
手
作
判
決
後
の
状
況
に
は

－
仁
j
m
h一ぐ
A
H
U
E巾
U
と
し
た
協
々
実
路
ヘ

と
ス
ム
ー
ズ
与
？
っ
し
よ
う
と
す
る
様
子
ん
ど
時
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
ι

以

t
l門
ど
の
様
子
を
J
o
h
n

少
し
浮
L
く
比
て
ゆ
く
こ
と
1
／
し

工
事
（
ノ
っ
判
決
絞
り
↓
。
一
口
内
凶
汀

阿
国
一
り
ト
へ
統
領
は
会
談
を
行
い
、

不
件
I
C
j判
決
を
必
勾
に
隠
行
ず
る
立
一
氏
一
昨
表
明

、J

、
C
A
R
い
を
通
乙
て
U
P
M
A
、
旧
オ
リ
ツ
ー
ン

同ん汁
i

六
月
二
九
1
J

共
同
モ
一
タ
け
エ
ノ
を
五
施
ず
る
こ
と

モ
コ
ク
）
ン
グ
の
実
施
計
立
系
J

ゼ
ウ
ル
グ
ア
イ
に
捉
山
、
ど
も
の

刊
司
U
け

h
u、
り
ル
グ
ア

f
ー
も
反
対
ピ
日
剖
案
キ
抗
山
し
た
こ
亡
に
」
り
一
時
ー
父
沙
が
剖
挫
し
ず
八
C

M

一
の
状
況
を
じ
開
削
す
る
f
め、

jq一日
の
外
務
大
工
中
は
い
必
絡
を
取
り
合
っ
た
ふ
一
の
の
、
父
渉
が
再
制
さ
れ
る
見
込
み
は
依
炊
と
1

v

て
木
渋
川
町
役
ま
ま
で
あ
っ

問
囚
の
外
務
i

ヘ
巨
ド
よ
る
九
百
読
の
μ
で、

F

レ
ゼ
／
J
J

シ

除
誌
と

人
司
っ
た
の
は
ア
凡
ゼ
ン
チ
ン
科
w
子
蓄
に
宇
Q
U
F
M

川
出
オ
り
オ
ン

場
へ
の
立
ち
入
れ

J

に
ら
ル
グ
γ

J

ー
が
難
色
を
デ
し
た
日
一
、
、
げ

,, 

"" , 

し
か
し
、
松
争
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
両
辺
の
意
芯
は
過
，
＼
司
午
百
九

明
記
の
い
外
務
仁
八
五
は
共
同
モ
一
タ
リ
、
J

六
日
、

ア
の
支
給
に
同
け

干
の
後
交
川
内
か
可
航
手
れ
、
M

川
可
仁
月
二
一
ヘ
日
、
両
当
は
、
各
出
か
h
一
名

h
fど
を
立
一
口

日記 I、江主， 62 :i ： ~SJ 14汚［2υ12,s , 



ず
つ
計
川
名
の

J
A

古
川
聞
で
構
成
さ
れ
る
宇
学
妥
員
会
今
、
C
A
R
り
の

f
に
設
？
げ
す
る
こ
と
う
な
ヘ
ユ
む
日
ハ
閃
弓
ニ
タ
リ
ン
グ
の
交
い
地
内
谷
ピ

初
め
て
令
立
を
見
る
い
一
と
と
な
っ

占－Lρ円
J

一戸山、

叶
年
八
月
一
一
、
｛

U
に
は
、
十
叫
同
の
外
務
大
『
よ
い

ο

っ
て
事
件
い
机
抗
争
の
終
結
f
x
n
u
R
－

者
名
が
な
手
、
れ
る
く
具
、
に

Z
一、の“段、

日
ハ
同
モ
一
タ
リ
ン
グ
キ
実
施
に
惨
す
こ
乙
が
改
め

共
同
モ
ニ
タ
リ

η」

J

ク
ヌ
支
抱
一

J

に
当
L
て
、
九
μ
忍
刊
行
谷
に
対
す
る
明
記
の
見
解
む
N
h
埋
か
ら
丹
び
ー
の
宰
一
摘
が
危
ぶ
ま
札
る
事
態
に
陥
勺
た
？
弘
一
心
以
、
日

ノ

J

J

、

1

」

4μ
？
I｝

布
市
｝
の
い
れ
務
？
T

八
回
の

十
人
他
ん

d

山
科
に
ー
斗
…
守
合
己
げ
か
な
さ
れ
、

。
…
町
内
に
及
、
ズ
ム
訟
を
託
て
ψ
1
1日

U
P
M
へ川
ω
t
リ
オ
シ

山崎の

ιハ
同
モ
一
一
タ
リ
J

ゲ
の

可戸

一
月
刊
川
、

一
に
ト
i
T

、！hJ

’P
E

ノ
1
e
j

川、

C
A
R
じ
利
品
j
f
へ
ん
円
以
ム
山
に
よ
っ
て
、

じ
P
M

1日

寸
／ 

〔

" 

及
び
ア
ル
ゼ
ン
ヂ
ン
の
グ
マ
レ
グ
ア
j

t
ノ
コ
討
に
お
レ
て
、
水
質
検
査
の
一
人
仇
む
の
斤
J

プ
ル
採
取
引
υ
宍
施
さ
れ
、
ご
こ
に
初
め
て
宍
同

モ
一
一
タ
リ
ン
グ
心
川
上
九
叫
胞
が
現
中
人
の
も
mv
と
h

～ぅJ

た
の

斗
叫
ハ
戸
、

p

ルィノ
i
場
市
下
什
に
お
い
て
l
仁
J

L
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
河
川
公
H
会
じ
A
R
U
を
中
伐
に
指
え
た
よ
八
日
モ
一
一
タ
リ
ン
グ

：~：際河 11 ：存めくる環f主紛争 0) ;j出的伊：｛亮

の
突
出
〉
い
う
妥
当
な
解
決
来
は
、
判
決
坊
位
、
向
当
弔
問
に
よ
っ
て
受
け
？
へ
れ
、
つ
れ
ど
A
R
じ
の
伴
何
人
の
咋
で
治
切
に
ア
、
ぬ
穴
、
れ
つ

同
際
河
川
環
境
紛
争

内
覧
防
止
に
F

川
げ
一
ー

判
決
心
ι
部
川
刊
を
通
マ
d
f
L

、

つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
ιな
っ
た
じ
こ
の
こ
と
か
ら
、

－
仁
j
か
、
つ
川
川
一
公
民
会
へ
と
川
ト
～
J

ゲ
チ
ぃ
？
な
さ
れ
る
二
と
よ
っ
て
不
機
的
に
込
世
間
L
合
恥
う
〉
す
る
一
同
芦
の
人
？
？
L
百
内
外
す
る
ヤ

と
が
で
去
に
る
し
す
な
わ
色
、
寸
法
機
関
子
子
一
「
調
作
者
L

の
役
割
を
果
た
「

I
C
T
と
、
行
政
機
関
と
vν

て
「
調
蛇
ι
4
4

の
役
刻
JT

来
た
ず
河
川
妥
員
会
は
、
と
け
い
の
活
政
領
域
中
山
に
1

〆
つ
つ
も
、
相
r
け
川
市
完
的
な
関
係
を
作
内
f
司令、

τ）
に
も
払
っ
て
河
川
馬
投
JJMW
沼会一

体
の
［
以
終
的
な
解
仇
の
i
人
現
を
日
指
し
て
い
ろ
と
一
子
え
る
。
本
社
h
i
c
－
日
決
女
契
機
と

L
て、

l
cー
に
よ
る
妥
当
仕
対
決
案
の

叫ん

4
i
古
九
一
円
川
仁
川
丸
山
司
会

Jr中
心
ζ

？と
J

市
民
間
心
協
力
り

ー
実
施
t

ヘ
乙
ス
ム
ズ
に
移
行
し
よ
《
乙
「
る
禄
了
を
ト
ノ
亡
以
る
、
ア
乙

が
で
き
る
。

卜円
d勿

1！メ人民半、 G2 'J Hci 149 '20i2.に



‘〉

河
川
吾
け
、
会
仁
上
る
基
準
設
泡
権
限
行
使
か
ら
I
C
J
の
川
法
出
向
能
強
化
へ

r日

本
が
い
パ
凡
ワ
場
事
作
で

－
仁
｝
ば
（
A
H
U
の
立
川
県
設
山
山
内l
限
の
’
打
悼
の
あ
れ
方
に
つ
い
て
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
汀
r
小
中
ι
行
コ

J、
円問

三」

I
C
J
は、

ウ
ル
ゲ
J

マ
イ
が
ア
1
ノ
ツ
勾
シ
肌
切
の
建
一
氏
却
を
現
在
の
場
所
で
あ
る
『
ノ
ラ
イ
・
ベ
／
ト
ス

】
バ
』
ぐ
司
令
コ
ズ
Vυ
山

ず
る
m
M
L
縫
本
会
一
希
釈
ム
n
J

る
一
円
水
け
一
戸
又
1

八
能
力
士
考
寂
し
た
主
否
か
と
い
う
期
間
れ
第
四
一
条
の
汚
染
防
止
e

水
中
川
県
境
江
川
護
義
務

η
納入

引
の
場
向
で
、
ま
ず
、

C
A
R
U
は
何
本
一
り
受
入
能
力
φ

紋
感
牝
「
4
7
m
d

コ
2
3
Z

町
ユ
涼

4
1
2
司
令
「
♂
ご
｛

戸

口

Z
F
E
r…
「
）
を
考
お
，
L
入
れ
て
水
店
以
来
品
I

～
可
決
定
ー
な
川
り
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
判
不
し

－
（
J
は

C
A
R
じ
に

の
不
十
分
注
を
指
摘
し

亡、

C
A
H
じ
の
本
質
来
不
が
一
川
リ
心
地
形
予
約
水
f

人
パ
「
口
町
特
徴
及
び
一
綜
々

ヘ
ノ
止
庁
ト

u
z
j’
r

じ
さ
ι
i
i
rメ
ペ

る
河
本
心
分
散
希
釈
能
万

一、一日戸命
m
m
o
h
ロコ回目以『つ一ご民
FPJ
戸一山口内一一
μ
可L
回。一。
m
M
hリロ｝
η
『戸町民山内一司門戸♂戸間内
m
J

コ町ニ凶句
2df－mv
門戸ズ
J

戸一戸内っと）山口己可
O
叫

己m
J
J司
ω
戸内V
R
m
F
O
L
h
沼℃伶同以内山口〔一
L
M
一戸戸内｛一問中山門伶
M
戸内川二》句目。叫

ピ
l
戸
ん
に
考
山
出
し
て
い
た
い

t
与
え
る
な
ら
、
両
当
事

M

は
じ
九
日
じ
九
よ
り
設
定
3
れ
た
水
笠
A
一
準
芝
山
汁
検
討
す
べ
き
で
あ
る
し
、
ま
わ
れ
門
ど
の
よ
う
な
ま
準
が
川
川
心
待
獄
中
」
王
碓
に
反
州
忙
し

河
本
及
び
宇
能
い
ふ
ζ

一
抹
設
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
為
る
と
日
ベ

主
、
り
に
、
池
和
絞
援
務
と
し
て

間
半
コ
ポ
凶
山
は

？？九川し
J
4

小川悼すみ

1
J
コ
｛
一
一
日

し
つ
つ
よ
引
説
川
川
の
衡
r
l
h
a
利
川
町
を
川
同
視
す
る
た
め
に
必
史
な
7
4
段
を
C
へ
R
U
が
考
案
す
る
こ
〉
が
で
き
る
ー
で
つ
い
す
る
法
的
義

一7
一

務
が
可
同
市
J
b
れ
て
い
る
と
判
ハ
こ

ガ
ブ
チ
コ
J
小
豆
一
件
判
決
ピ
は
ャ
の
t
T一ノ人々

I
C
j
の
跨
み
込
ん
だ
関
h
J
を
強
引
J
M
F
る
一
」
こ
は
で

さ
ヨ
い
が
、

パ
凡
ブ
工
場
事
件
川
決
で
は
、
河
川
及
び
河
水
に
閑
」

3
2目
v
t
g
k

分
に
考
山
間
L
J
I
L
l
内
染
物
長
ご
／
一
の
引
洲
か
つ
H
パ体

的
な
長
逆
心
ぷ
と
を
行
、
つ
も
D
h

つ
河
川
7
4吉
日
火
山
に
求
め
る
1
仁
！
の
ん
交
を
右
取
で
き
る
。

本
初
h

パ
ル
プ
上
場
事
件
一
け
よ
う
に
判
川
仁
会
員
会
か
詳
紘
か
つ
兵
’
平
氏
な
山
本
設
定
」
な
れ
つ
亡
い
注
い
場
ん
じ
に
は
、
三
両
庄
の
戸
内
法

又
は
訟
山
リ
ム
準
ピ
問
h
J
I
v
て
長
体
義
務
の
月
刊
反
い
引
司
胤
川
大
れ
｝
白
こ
と

こ
の
よ
有
な
状
況
は
、
流
一
五
の
マ
p
m
m
4技
糾
勺
法
的

安
定
注
を
hL
口
ず
る
、
一
と
と
以
り
か
1
M
M
f
J
A
壮
批
判
で
は
一
ぱ
レ
c

し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
w

っ
て
出
ド
片
的
統

、k人法学） 62 （：今日j l日［2υ12.日、

、
ア
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は
川
川
の
地
問
的
・
地
域
的
引
け
に
照
ら
し
て
必
ず

M
E
L
E弘
設
で
あ
る
と
は
考
え
、
つ
れ
な
し
乙
ど
ん
が
っ
て
、

C
A
R
U
の

r
Eノな

流
山
刷
出
向
判
立
川
刑
…
伐
さ
れ
る
河
川
一
公
員
会
に
、
り
出
述
の
も
て
勺
ノ
ヨ
病
被
化
さ
れ
た
基
刊
し
設
定
を
’
わ
う
こ

j
f期
待
1

J

た
1
C
J
の
長
請
は

そ
れ
日
体
一
M
M
W
で
あ
っ

う
ο

た
だ
1
1
…
て
の
際
、
え
い
同
心
校
術
水
河
・
川
町
政
状
況
等
十
分
に
考
慮
－
7
る
こ
乙
な
く

中
」
手
一
よ
り
慣
行
詑
力
を
超
え
る
茶
準
設
’
uを
行
え
ば
、

サ
イ
ン
プ
J
d
灯
、
山
染
防
汁
に
対
処
す
る
陀
に
条
約
勺
宇
一
五
が
絞
験
L
三
句
寸
つ
な
条

J

h

の
絞
続
十
九
九
十
J
V
と
引
き
起
戸
一
）
〕
古
ね
な
し

l
d
に
か
か
ハ

γ
、

円
…
川
仁
会
員
会
に
は
当
事
区
の
弘
司
前
い
本
準
・
町
一
以
状
川
守
に

1
分
配
r惜
し
て

十人現
1
9出
な
且
血
T
J
戊
｛
疋
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

以
？
に
の
よ
う
に
、
河
川
委
只
去
が
内
栄
町
止
及
び
水
巾
本
山
古
川
7
一
点
に
民
主
し
て
、
川
水
の
受
人
能
力

ι
阪
感
述
、

bAノ
ノ
ノ
ピ
七
、

主
汁
、
JLH

・d

丈
V
J
f

的
判
徴
及
び
分
限
希
山
川
能
江
主
l
分
に
考
慮
し
つ
つ
物
宍
ご
と
に
柁
～
純
化
さ
れ
た
地
域
的
統
一
基
J
？
の
設
定
主
流
域
諸
問
問
で

：~：際河 11 ：存めくる環f主紛争 0) ;j出的伊：｛亮

／
。
っ
こ
2
は
、
凶
際
河
川
詰

r
C
汚
染
防
止
・
本
中
川
以
事
似
設
設
計
怖
や
生
活
系
保
議
義
務
と
い
っ
た
実
体
義
務
の
述
交
の
誌
r
hけ
か

7
i
c

j
が
容
作
す
る
ご
と
を
現
在
よ
り
も
従
易
に
す
る
の
み
山
門
一
ず
工
り
衡
平
か
つ
容
観
的
白
川
断
を
卜
す
こ
と
を
可
能
と
し
得
る
こ
じ
〆
か

（
法
制
貯
点
、
江
泣
用
機
能
）

JY
強
化
寸
る
こ
と
に
繋
が
る
で
あ
ろ
＋
し
、

ひ
い
一
よ
同
町
一
｝
の
こ
と
が
一
円
L
江
機
悶

円一、

I
C
J
の

と
、
〕
て
の
I
〈

T
ヘ
の
信
市
相
性
J
r
n

同
め
る
ミ
ζ

に
ち
な
ろ
っ
、
こ
の
；
ろ
に
、
行
政
機
関
1

／「
J

て
H
ハ
体
的
な
基
刊
設
定
を
行
ス
ノ
川
川
妥

U円
余
と
、
司
法
機
関
と

v

て
当
談
法
準
の
解
釈
・
迫
応
町
一
汀
う
I
U
T
ば
、
互
い
の
活
動
領
域
J

汽
久
に
ヲ

J

つ
つ
4
、
有
機
的
い
述
拾
｝

J

台工

ζ

共
に
栴
日
続
行
巴
UWな
関
係
を
作
品
」
7
る
、
一
こ
に
よ
っ
て
凶
際
河
川
環
域
紛
予
に
幼
果
的
に
対
処
し
「
で

7
ノ
；
二
に
い
る
と
↓
ヲ
つ
い

と
が
で
き
い
る
。
ん
i

い段、

たい「
1
C
j判
伏
を
徒
機
、
r

「
ν

て、

可
川
妥
員
会
、
二
1
C
i
c
y叫
討
に
払
っ
て
こ
の
よ
う
な
述
携
が
同
際
川
川

の
領
域
に
お
い
て
五
際
に
凶
ら
れ
と
ゆ
く
か
そ
の
段
以
が
！
日
川
汗
さ
れ
る

U

1！メ人民半、 G2 'J ISJi I日j '20i2. c. 



r日

結
論
佼
び
今
後
の
諜
…
想

五

J、
円問

1 

結

説話

本
稿
で
は
、

パ
ル
。
／
土
地
手
作
I
C
J司
、
必
J

い
と
中
心
に
検
討
を
行
為
ノ
、
｝
と
に
払
つ
ず
、

I
C
1
に

F

ふ
る
U
A
一際

n一
川
川
町
出
紛
争
心
J
江川

別
抗
千
法
に
は
い
か
な
る
狩
依
な
豆
町
十
、
｝
／
一
が
で
き
る
か
、

ま
た
日
｝
の
よ
う
な
I
C
j
に
よ
る
法
的
解
川
、
ニ
川
一
川
委
h
H
会
三

1

川
駄
の

慌
に
は
司
か
な
る
苛
一
連
怜
封
印
浮
世
吉
弘
中
山
す
、
」
と
が
で
き
る
か
、
に
つ
い
こ
検
討
U

グ
千
凡
持
て
一
芦
九
（
干
の
結
川
市
、
次
の
よ
～
勺
な
結
論

を
作
づ
る
こ
と
か
で
き
た
r

ま
ず
、
本
件
パ
ル
e
J
T
l
ぬ
手
作
の
吉
一
六
門
的
判
決
が
交
渉
促
也
伐
能
・

4L」
町
議
論
舵
叶
い
機
能
を
ふ
寸
び
て
い
る
f
と
を
確
認
C
き
、
加
え

て

i
cー
が
紛
争
〈
l
れ
れ
い
り
以
終
的
勝
伐
に
ま
で
関
心
を
一
小
し
、
河
川
妥
HHム
百
人
乞
巾
U
と
す
る
前
向
同
心
協
力
、

継
続
的
な
モ
一
一
タ
リ
ン

ゲ
及
び
水
中
環
境
の
反
響
社
仙
の

7、
施
ナ
ピ
根
菜
、
い
ー
に
こ
と
は
、
守
一
門
的
判
決
そ
れ
白
体
が
令
す
る
t

父
捗
川
町
送
機
能
・
は
的
議
論
提
供
機

、、

川町
1

ど
よ
り
堅
凶
な
も
の
と
す
る
こ
と
ど
い
宮
古
川
門
し
た
包
一
り
と
言
、
へ
そ
こ
は
h
市
下
一
再
認
定
示
郎
釈
・
法
池
田
市

J777
川
注
機
関
と
し
て

の
I
C
j
の
お
ど
け
で
な
く
、
妥
当
な
解
決
案
を
北
一
小

T
る

1

訓
件
喜
子
以
て
の
役
割
が
存
ト
リ
る
と
乙
宇
一
保
誌
で
き
た
）
さ
、
つ
い
、

河
j
環
ぷ
紛
字
に
お
け
る

I
C
！
の
調
停
的
法
戊
は

4
n
I
C
j判
決
以

U
の
ガ
ブ
ヂ
コ
パ
ハ
ギ
一
件
判
決
に
そ
の
而
井
が
見
ら
れ
ゐ
こ
と

を
お
絞
L
f
F

こ
の
で
勺
に

1
C
T
に
誠
伝
的
苦
浅
J
f

と
る
に
十
円
1
ら

L
め
た
と
た
る
裟
沼
〈
し
に
は
、
次
の

T
？
な
こ
y
し
が
考
え
ら
れ
る
で
勺
に
思

わ
れ
る
。

窓
際
何
川
な
め
く
る
環
境
紛
hpは、

し
ば
し
ば
卜
片
示
心
重
火
以
作
品
γ
川
に
持
わ
る
が
故
に
涜
成
諸
医
師
刊
に
深
刻
一
日
政

つ
ま
り
、

治
的
対
f
J
U

」
／
｝
引
き
起
こ
か
J

ご
と
小
子
短
さ
れ
、
ま
ん
J

I

り
紛
争
は
多
分
に
科
F

干
的
e

技
竹
山
川
な
側
市
川
を
ね

J

包
す
る
も
の
て
あ
る
こ
と

I
C
j
ι
よ
る
法
的
問
川
忠
の
処
碍
ど
け
で
は
紛
戸
山
人
八
九
悼
の
解
決
に

川
利
下
当
宇
出
に
よ
り
て
判
決
M
r
だ
な
ん
中
，
に
一
月
ん
け
入
れ
ら
い
九
、
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外
交
ー
父
ゆ
が
開
始
さ
れ
、
さ
ら
い
は
川
川
の
犬
同
管
川
町

νジ
；
山

旬
、
え
ば
刈
川
委
員
会
）

の
創
設
及
び
ユ
れ
を
通
じ
た
河
川
の
似
結
】

的
な
管
司
・
肢
視
制
度
が
±
ア
際
に
機
設
1

）
て
初
め
て
最
終
的

q
M岬
渋
に
ム
1
9
〈
い
う
性
泡
を
’

hrる
給
与
ず
あ
る
ヒ
い
う
安
討
で
為
る
つ

こ
の
さ
7

仕
特
徴
を
や
い
す
る
川
川
環
境
粉
争
ピ
幼
来
的
に
対
処
す
る
た
の
に
、

i
じ
j
は、

1

調
停
有
乙
し
て
仮
る
舞
う
こ
と
ピ

よ
三
日
紛
争
当
字
甲
山
向
。
交
が
zぜ
仰
に
差
さ
守
、
川
川
委
ハ
は
会
に
よ
る
混
力
制
吹
を
緩
立

L
、
そ
れ
を
泊
止
に
述
一
わ
さ
て
も
コ
て
絞

争
の
長
終
的
日
解
決
を

i

人
現
ず
る
佐
媒
と
し
て
機
能

L
て
い
る
〆
｝
一
一
コ
つ
、
｝
乙
が
で
き
る
。

平
外
I
C
j判
決
に
お
い
と
一
訓
山
い
行
者
と
し
て
h
山
一
一
小
ず
れ
た
所
決
案
は
、
実
際
に
も
、
川
決
後
、
山
川
委
員
会
の
枠
組
み
の
中
で

何
百
に
よ
〆

L
迎
切
に
一
χ花
さ
れ
つ
つ
為
る
ご
と
か
ら
、
河
川
議
境
紛
争
心
最
終
的
解
決
に
問
、

5
1
I
C
1ゃ
か
ら
河
川
fkれ
ム
討
へ
と

パ
ン
タ
り
ふ
ー
が
な
洩
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
判
決
の
刷
／
川
吉
通

ιて
、
両
者
が
有
機
的
に
連
筏
し
今
い
例
区
に
補
宗

L
合
お
う
し
〈
す

他
方

I
C
J
か
ら
河
川
長
民
会
へ
一
と
い
う
連
携
J
は
川
に

l
c］
い
い
河
川
安
門
民
会

サペハ
H

h

J
ノ
ト
l

士、，
F

%
か

j

i

U

7

1
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二
河
水
の
ず
は
人
能
力
紋
感
性
、

地
形
学
的
・
本
t
J
入山
J
J阿
川
ぱ
総
投
び
分
散
・
品
釈
総
力
を

l
分
ニ
ヴ
ワ
届
何
人
れ
と
汚
染
均
三
ご
と
に
H
一

体
化
主
将
絞
化
さ
れ
た
去
準
設
定
を
J

付加円、｝

し、
1 

j上
げ件
／了、
札ノノ

寸
i泡
内宝
刀コ
不
l俊

予
才L

Y、
~ 

乙
〉ど

rn 
4商

ぐ

1！メ人民半、 G2 'J IS3i I日＇ 20;2.に

、
こ
の
よ
ぷ
な
川
川
安
員
会
（
り
共
市
ル
叫
ん
記
い
わ
d
i
f
j
に
よ
る
実
体
義
務
の
解

釈
・
適
い
加
す
」
れ
ま
で
以

1
に
将
司
f
？
っ
し
め
、
一
、
の
一
一
方
f

｝
に
よ
コ
て
紛
争
当
事
国
に
よ
り
衡
ヰ
か
つ
ぎ
間
的
な
解
決
を
J

ひ
い
て
は

I
C
j
の
司
法
機
抱
強
化
い
繋
が
り
仰
る
と
い
ニ
二
川
八
一
全
日
会
か
ら

I
C
l
ヘ
」
！
と
い
う
連
出
怖
の
吋
出
性
J

乞
確
認
む
き

以
L
L

の
士
つ
に
、
牛
一
杭
で
は
、

パ
ル
プ
場
事
件
1
じ
J
判
決
を
ー
一
心
に
検
討
を
行
う
こ
と
に
ち
て
、
国
際
川
川
琉
い
い
友
利
益
に
！
刈

来
的
に
対
処
ず
る
ー
～
め
に
、

ー
ピ
j
が
紛
争
中
！
平
底
に
父
か
促
進
機
能
を
提
供

L
「
訴
停
者
ー

の
役
γ
Hを
mポ
た
L
J

戸
）
と
に
よ
J

て
ー

I

c
j
か
ら
し
一
川
ョ
川
安
員
会
へ
」
と
い
う
連
携
を
生
均
一
日

L
て
い

Q

一
身
、
し
刊
川
会
員
会
に
よ
る
長
準
設
店
権
限
心
行
使
が
I
C
J
心
司
法

機
能
を
強
化
し
九

J

る
と
い
q

う
意
味
で

ー
川
一
日
不
究
員
ハ
ー
か
ら

I
仁

j
へ



r日

、
、
、

A
T
州
問
、
ト
ヘ
件
l
じ
！
判
決
寸
を
契
機
と
し
て
、
い
の
よ
う
た
以
方
向
の
述
拾
が
凶
夜
、
剛
山
川
司
法
の
領
岐
に
お
い
て
｛
一
心
羽
し
叫
ん
展
さ
れ
て
ゆ
く

b
y
有
す
る
こ
と
に
も
同
E
W
E
し
て
い

－
 

U
 

フ4「リ
A4

 

つ
ま
り
、
手
紙
義
務
と
吏
体
義
務
の
湾
述
注
・
関
係
叫
止
の
明
静
化
C
山
間
討
の
必
安
刊
で
あ
る
t

U－o
 

p
pナ

ム一仏

、
札口

て
お
く
こ
ζ
ζ

し
た
い
口
信
は
、
本
稿
一
一
で
概
校
し
た
一
件
際
問
川

か
引
き
続
き
い
け
視
ー
て
ゆ
く
必
授
が
ゐ
γ
？っ

J、
円問

フ

今
後
の
課
題

人
7
刊
仰
の
珠
山
品
、
こ

L
て
、
ま
ず
、
本
稿
と
の
川
崎
山
述
で

法
一
の
義
務
に
坦
遣
す
る
内
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